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セ
ー
ジ

宝
塚
商
工
会
議
所
宮
本
博
司
会
頭

宝塚ブランド
の選定マーク

「
だ
い
す
き
宝
塚
」
を
実
践

　
１
９
１
３

大
正
２

年
に
産
声
を

上
げ
た
宝
塚
唱
歌
隊
は
翌
年
に
宝
塚
少

女
歌
劇
養
成
会
と
改
称
し
て
初
演
さ
れ

た
、
長
い
歴
史
を
重
ね
宝
塚
歌
劇
団
と

し
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
宝
塚
市
が
誕
生
す
る

年
以
上

も
前
の
話
で
、
当
市
が
阪
神
間
で
も
知

名
度
が
高
い

の
は
宝
塚
歌

劇
団
の
存
在

が
あ
る
か
ら

と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　
宝
塚
市
民
の
誇
り
の
源
で
あ
り
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
の
中
核
を
成
し
て
い
る
宝

塚
歌
劇
団
の
歴
史
は
黎
明
期
か
ら
戦
中

れ
い
め
い

・
戦
後
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
今

日
の
隆
盛
を
得
た
。
そ
れ
は
、
「
タ
カ

ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
」
と
呼
ば
れ
る
生
徒
さ
ん

の
た
ゆ
ま
ぬ
研
さ
ん
努
力
と
舞
台
を
支

え
る
多
く
の
人
々
の
情
熱
が
あ
っ
た
れ

ば
こ
そ
１
０
０
年
も
の
時
を
繋
い
で
こ

つ
な

ら
れ
た
。

　
宝
塚
歌
劇
団
は
芸
術
を
一
途
に
磨

き
、
世
界
的
に
も
女
性
だ
け
の
レ
ヴ
ュ

ー
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
精
神
は
「
清
く
・
正
し
く
・
美
し

く
」
と
表
現
さ
れ
、
舞
台
で
表
現
さ
れ

る
と
き
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
排

除
さ
れ
、
そ
れ
を
「
す
み
れ
コ
ー
ド
」

と
呼
び
厳
格
に
守
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

一
つ
を
と
っ
て
も
一
貫
し
た
精
神
が
今

日
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
１
０
０
年

も
の
風
雪
に
は
耐
え
、
日
本
の
演
劇
史

に
燦
然
と
輝
く
存
在
と
な
っ
た
。

り
ん
ぜ
ん

　
宝
塚
商
工
会
議
所
が
提
唱
す
る
「
だ

い
す
き
宝
塚
」
推
進
事
業
も
、
誰
も
が

「
だ
い
す
き
」
と
思
え
る
街
に
し
よ
う

と
、
産
業
人
の
誇
り
を
掛
け
て
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
１
０
０
年
前
に

名
の
少
女

た
ち
が
源
流
と
な
り
、
街
の
誇
り
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
に
思
い
を
は
せ
、
地
域

社
会
の
「
す

み
れ
コ
ー

ド
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う

「
だ
い
す
き

宝
塚
」
を
実
践
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
は
「
街
の

宝
」
を
大
切
に
、
芸
術
文
化
都
市
を
守

り
・
育
て
る
こ
と
を
「
だ
い
す
き
宝

塚
」
の
基
本
目
標
に
し
て
商
工
会
議
所

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
宝
塚
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
１

０
０
年
を
迎
え
る
宝
塚
歌
劇
の
舞
台
を

是
非
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

宝
塚
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
推
進
地
域
資
源
生
か
し
活
性
化

宝
塚
市

ソ
リ
オ
宝
塚
で
行
わ
れ
た
宝
塚
ブ
ラ
ン
ド

認
定
品
を
販
売
す
る
催
し

年
９
月

　
宝
塚
市
は
宝
塚
歌
劇
団
が
本

拠
地
を
置
く
こ
と
で
全
国
的
に

知
名
度
が
高
く
、
関
西
で
は
高

級
住
宅
街
を
抱
え
る
住
宅
都
市

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て

い
る
。
特
に
Ｊ
Ｒ
と
阪
急
電
鉄

の
宝
塚
駅
が
隣
接
す
る
市
の
中

心
部
に
は
宝
塚
大
劇
場
の
ほ

か
、
手
塚
治
虫
記
念
館
や
宝
塚

温
泉
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
集

積
。
阪
神
間
で
有
数
の
観
光
名

所
を
形
成
し
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
こ
数
年
観
光
客
数

は
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１

１
年
度
の
観
光
客
総
数
は

年

度
比

万
人
減
の
８
４
６
万
５

０
０
０
人
だ
っ
た
。
ま
た

年

末
に
は
阪
急
電
鉄
が
宝
塚
大
劇

場
近
く
で
運
営
す
る
庭
園
施
設

「
宝
塚
ガ
ー
デ
ン
フ
ィ
ー
ル

ズ
」
の
閉
園
も
決
ま
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
面
か
ら
も
新
た

な
地
域
振
興
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
現
在
、
市
が
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
宝
塚
ブ
ラ

ン
ド
「
モ
ノ
・
コ
ト
・
バ
宝

塚
」
の
認
定
事
業
だ
。

　
同
事
業
は
市
内
で
生
産
・
販

売
さ
れ
る
商
品

物

モ
ノ

や
イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
行
事

事

コ
ト

、
建
造
物
・
街
並
み

場

バ

を
宝
塚
ブ
ラ
ン
ド

に
認
定
し
、
市
が
広
報
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
も

の
。

　
初
年
度
の

年
は
流
通
科
学

大
学
教
授
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
研
究
所

神

戸
市
中
央
区

代
表
の
濱
田
恵

三
氏
を
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
迎

え
、
民
間
人
８

人
か
ら
な
る

「
宝
塚
ブ
ラ
ン

ド
に
か
か
る
懇

話
会
」
を
設

置
。
事
業
の
詳

細
を
検
討
し
て

き
た
。

　
当
初
は
商
品

の
み
を
対
象
に

す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
「
宝
塚
に
は
モ
ノ
以

外
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
観
光
資
源
が

た
く
さ
ん
あ
る
」
と
の
考
え
か

ら
モ
ノ
、
コ
ト
、
バ
の
３
部
門

を
設
定
。

年
３
月
に
認
定
対

象
の
募
集
を
開
始
し
、
２
カ
月

間
で
１
２
２
点
の
応
募
が
あ
っ

た
。
宝
塚
ら
し
さ
な
ど
複
数
の

基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
懇
話
会

が
審
査
し
た
結
果
、

点
が
第

１
回
宝
塚
ブ
ラ
ン
ド
に
選
ば
れ

た
。

　
内
訳
は
モ
ノ
部
門
が
老
舗
菓

子
店
、
宝
塚
つ
る
や
の
「
づ
か

乙
女
」
な
ど

点
、
コ
ト
部
門

は
市
民
ら
が
主
催
し
今
年
で

回
目
を
数
え
る
「
宝
塚
映
画

祭
」
な
ど

点
、
バ
部
門
が
宝

塚
大
劇
場
な
ど

点
。
今
後
、

市
民
へ
の
周
知
の
た
め
全
戸
に

同
ブ
ラ
ン
ド
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、
Ｊ
Ｒ
・
阪
急
電
鉄

の
各
駅
に
置
く
予
定
。
市
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
出

展
し
、
年
内
に
は
吉
本
興
業
の

常
設
物
産
展
で
選
定
品
の
販
売

を
開
始
す
る
。

　
同
市
は
今
後
に
つ
い
て
「
今

は
行
政
主
導
で
実
施
し
て
い
る

が
、
来
年
の
第
２
回
以
降
は
産

業
界
や
市
民
の
参
加
を
促
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １０月１８日 木曜日 　　


